
そ
の
27

80
年
「
け
な
げ
」
な
味
わ
い 

ハ
イ
カ
ラ
な
香
り 

誇
れ
る
〝
大
陸
の
味
〟

ＮＥＸＴ 初版発行：2010 年 8 月 27 日

第
四
章
●

食
の
街
／
ル
ー
ツ



　

食
は
別
府
に
あ
り
。

　

そ
う
断
言
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

戦
後
の
復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
へ
。
戦
災
を
免
れ
た

湯
の
街
の
に
ぎ
わ
い
は
「
不
夜
城
」
と
称
さ
れ
、
国
内
外
か
ら

最
先
端
の
〝
ト
レ
ン
ド
〟
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

人
が
集
ま
る
。
当
然
、旨
（
う
ま
）
い
物
も
集
ま
っ
て
く
る
。

長
い
年
月
を
経
て
、
そ
れ
は
暮
ら
し
に
根
付
い
た
食
文
化
と
な

る
。

　

長
期
連
載
「
別
府
恋
歌
」
の
第
四
章
。

　

時
代
と
と
も
に
洗
練
さ
れ
、
大
分
県
に
美
味
を
も
た
ら
し
て

き
た
泉
都
・
別
府
の
「
食
」
を
見
つ
め
る
。

洗
練
さ
れ
た
食
の
街
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泉都ＶＳ県都の〝発祥地論争〟で脚光を
浴びる大分名物・とり天。本家本元をう
たう湯の街では、グルメたちが食べ歩き
部隊「とり天Ｂメン」を結成、その魅力
を内偵している 

77
　

と
り
天
は
「
け
な
げ
」
だ
。

　

実
力
は
あ
る
。
な
の
に
威
を
張
ろ
う
と
は
し
な
い
。
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
の
昨
今
。

主
義
主
張
を
誇
示
せ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
「
庶
民
派
」
を
貫
い
て
い
る
。

　

豊
の
国
で
は
メ
ジ
ャ
ー
な
料
理
で
あ
り
な
が
ら
、
一
歩
、
県
外
に
出
れ
ば
マ

二
〇
〇
八
年
六
月
十
六
日

8 0
年
「
け
な
げ
」
な
味
わ
い
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イ
ナ
ー
な
存
在
。
食
堂
、
居
酒
屋
、
弁
当
店
、
総
菜
屋
、
食
卓
…
。
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
県
民
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
に
応
じ
る
。
実
に
つ
つ
ま
し
い
。

●

　

世
界
恐
慌
が
深
刻
化
し
て
い
た
一
九
三
〇
年
代
の
初
頭
。
別
府
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
「
炸
鶏
片
（
ザ
ー
・
チ
ィ
ー
・
ペ
ン
）」
な
る
新
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
た
。

　

ニ
ン
ニ
ク
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
小
麦
粉
。
そ
こ
に
鶏
の
胸
肉

（
さ
さ
身
）
を
漬
け
込
ん
だ
の
は
、
大
分
県
に
洋
食
文
化
を
切
り
開
い
た
レ
ス

ト
ラ
ン
東
洋
軒
（
当
時
・
中
浜
筋
）
の
創
業
者
、
宮
本
四
郎
だ
。

　

空
揚
げ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。「
て
ん
ぷ
ら
の
よ
う
に
、
鶏
肉
を
日
本
風
に
揚

げ
ら
れ
ん
や
ろ
か
」。
台
湾
か
ら
呼
び
寄
せ
た
コ
ッ
ク
二
人
が
知
恵
を
貸
し
た
。

　

試
行
錯
誤
の
末
に
編
み
出
し
た
〟
和
中
折
衷
〟
の
大
衆
食
。

　

湯
の
街
で
生
ま
れ
た
一
口
サ
イ
ズ
の
「
鶏
ノ
天
プ
ラ
」
は
、
同
店
で
腕
を
磨

い
た
料
理
人
た
ち
が
独
立
と
と
も
に
県
内
各
地
に
広
め
て
い
っ
た
、と
さ
れ
る
。

元
祖
を
う
た
う
大
分
市
に
普
及
、
浸
透
し
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
だ
。

●

　

誕
生
か
ら
約
八
十
年
。
市
民
権
を
得
た
一
品
は
、
名
実
共
に
「
大
分
名
物
」

に
な
っ
た
。
そ
の
店
、そ
の
家
で
異
な
る
下
味
。
揚
げ
方
で「
カ
リ
ッ
」「
サ
ク
ッ
」

「
フ
ワ
リ
」
の
各
派
に
分
か
れ
る
衣
の
食
感
。
タ
レ
は
、
ポ
ン
酢
と
和
が
ら
し

の
コ
ン
ビ
が
王
道
と
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
味
や
容
姿
に
絶
対
は
な
い
。
安
く

て
旨
（
う
ま
）
い
―
そ
れ
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

●

　

と
り
天
。
こ
の
響
き
に
鶏
肉
好
き
の
県
民
は
魅
せ
ら
れ
る
。

　
「
料
理
は
時
代
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
ん
で
す
」。
創
業
八
十
三
年
目
を
迎
え
た

東
洋
軒
（
石
垣
東
）
の
三
代
目
社
長
、
宮
本
博
之
（
51
）
は
自
負
し
て
い
る
。

　
「
と
り
天
は
湯
の
街
の
時
代
が
作
り
上
げ
た
〟
逸
品
〟。
別
府
の
食
文
化
の
歴

史
そ
の
も
の
、
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
」
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グリルみつば（現在は
北浜１丁目）を代表す
る「ビーフカツ」。友永
パンのパン粉に包まれ
た豊後牛から、アツア
ツの肉汁があふれ出す

ハ
イ
カ
ラ
な
香
り

78
　

左
手
に
フ
ォ
ー
ク
。
右
手
に
ナ
イ
フ
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
リ
ッ
チ
な
気
分
で
、
白

い
皿
に
盛
ら
れ
た
ラ
イ
ス
を
い
た
だ
く
。

　

戦
後
の
復
興
期
。
泉
都
・
別
府
の
路
地
裏
に
漂
う
ソ
ー
ス
の
に
お
い
は
、
ど

こ
と
な
く
、
ハ
イ
カ
ラ
な
香
り
が
し
た
。

二
〇
〇
八
年
六
月
十
七
日
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●

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し
た
一
九
五
三
年
二
月
。
湯
治
客
が
行
き
交

う
元
町
の
一
角
に
、「
西
洋
料
理　

三
葉
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
十
席
。
珍
し
い
県
内
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
に
、
九

州
一
円
か
ら
見
物
人
が
押
し
寄
せ
た
。
や
が
て
「
グ
リ
ル
み
つ
ば
」
に
名
を
変

え
る
。
庶
民
の
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
洋
食
。
そ
れ
を
庶
民
向
け
の
大
衆
食
と
し
て

県
内
に
普
及
、
定
着
さ
せ
た
別
府
の
名
店
で
あ
る
。

●

　

客
の
前
で
、
コ
ッ
ク
帽
姿
の
初
代
・
山
本
太
郎
（
九
六
年
逝
去
）
が
フ
ラ
イ

パ
ン
を
握
っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
東
洋
軒
で
修
業
し
、
泉
都
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ
で

舌
を
磨
い
た
頑
固
一
徹
の
料
理
人
。

　
「
こ
れ
か
ら
洋
食
の
時
代
が
来
る
。
本
物
を
安
く
、
か
し
こ
ま
ら
ず
に
食
べ

さ
せ
た
い
」

　

パ
ン
で
は
な
く
、
白
米
に
合
う
味
を
追
求
し
た
。

●

　

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
友
永
パ
ン
（
千
代
町
）
の
食
パ
ン
で
パ
ン
粉
を
作

る
。
火
を
消
す
こ
と
の
な
い
デ
ミ
ソ
ー
ス
。

　
「
味
を
変
え
な
い
た
め
に
は
、
食
材
や
仕
入
れ
先
を
変
え
な
い
こ
と
。
そ
う

す
れ
ば
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
味
は
変
わ
ら
な
い
」

　

不
変
の
こ
だ
わ
り
。
そ
れ
が
グ
リ
ル
み
つ
ば
の
伝
統
で
す
、
と
三
代
目
の
雅

彦
（
46
）
は
言
う
。

●

　

家
族
連
れ
が
来
店
す
る
。
親
が
子
へ
、
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
の
使
い
方
を
教

え
る
。
半
世
紀
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
光
景
。

　

こ
の
店
で
本
物
の
味
と
マ
ナ
ー
を
学
び
、
別
府
っ
子
は
「
大
人
」
に
な
っ
て

ゆ
く
。
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時代とともにチェー
ン店も増えてきた。
昔ながらの名店がひ
しめく泉都・別府。
アットホームな家族
経営が「焼き肉文化」
を支える 

誇
れ
る
〝
大
陸
の
味
〟

79
　

そ
の
思
い
は
あ
る
日
突
然
、
や
っ
て
来
る
。「
焼
き
肉
が
食
べ
た
い
…
」。
す

る
と
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
る
。

　

肉
に
う
る
さ
い
別
府
市
民
の
多
く
は
、
大
抵
、
市
内
に
行
き
つ
け
の
「
ひ
い

き
店
」
が
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
六
月
十
八
日
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カ
ル
ビ
が
旨
（
う
ま
）
い
。
ホ
ル
モ
ン
が
最
高
。
タ
レ
が
い
い
。
キ
ム
チ
が

お
い
し
い
…
。
名
店
ひ
し
め
く
湯
の
街
・
別
府
。
味
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、「
日

本
屈
指
の
激
戦
区
」（
関
係
者
）
と
さ
え
い
わ
れ
る
。

　

な
ぜ
？
な
の
か
。

●

　

そ
れ
を
ひ
も
と
く
に
は
、
歴
史
的
背
景
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　

戦
前
、
朝
鮮
半
島
か
ら
多
く
の
人
々
が
玄
界
灘
を
渡
っ
て
き
た
。
大
戦
で
す

べ
て
を
な
く
し
、
や
が
て
祖
国
は
分
断
。
行
き
場
を
失
っ
た
。

　

戦
災
を
免
れ
た
泉
都
。
米
軍
キ
ャ
ン
プ
設
営
や
病
院
、
保
養
所
な
ど
の
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
を
支
え
る
労
働
力
と
し
て
、
多
く
の
「
一
世
」
た
ち
が
移
り
住
む
。

　

生
き
る
た
め
に
必
死
だ
っ
た
時
代
。
新
鮮
な
牛
肉
の
モ
ツ
な
ど
を
安
く
仕
入

れ
て
味
付
け
し
、
そ
れ
を
焼
く
煙
に
誘
わ
れ
、
炭
火
の
周
り
に
人
の
輪
が
で
き

た
。
別
府
の
「
焼
き
肉
文
化
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

●

　

老
舗
の
「
ア
リ
ラ
ン
」。
海
門
寺
公
園
の
東
隣
に
店
を
構
え
て
約
六
十
年
が

た
つ
。
店
主
は
二
代
目
の
西
村
清
一
（
49
）。

　
「
別
府
は
焼
き
肉
の
街
で
す
。
本
場
・
関
西
と
変
わ
ら
な
い
く
ら
い
歴
史
は

古
い
。
昔
か
ら
の
家
族
経
営
が
多
く
、ど
の
店
も
一
生
懸
命
、先
代
の
味
を
守
っ

て
い
る
。
そ
や
か
ら
、
旨
い
ん
で
す
」●

　

創
業
約
四
十
年
。
東
荘
園
の
炭
火
焼
き
「
モ
ラ
ン
ボ
ン
」
を
切
り
盛
り
す
る

の
は
、
二
代
目
社
長
の
崔
（
さ
い
）
幸
治
（
53
）
と
妻
の
奈
美
子
（
52
）
だ
。

　
「
焼
き
肉
は
〝
大
陸
の
味
〟
が
す
る
。
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
つ

ま
り
…
」

　

日
本
生
ま
れ
、
日
本
育
ち
の
二
人
は
言
っ
た
。

　
「
誇
れ
る
別
府
の
味
で
す
」
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■オオイタデジタルブックとは
　オオイタデジタルブックは、大分合同新聞社と
学校法人別府大学が、大分の文化振興の一助とな
ることを願って立ち上げたインターネット活用プ
ロジェクト「NAN-NAN（なんなん）」の一環です。
　NAN-NAN では、大分の文化と歴史を伝承して
いくうえで重要な、さまざまな文書や資料をデジ
タル化して公開します。そして、読者からの指摘・

追加情報を受けながら逐次、改訂して充実発展を
図っていきたいと願っています。情報があれば、
ぜひ NAN-NAN 事務局にお寄せください。
　NAN-NAN では、この「別府恋歌」以外にもデ
ジタルブック等をホームページで公開していま
す。インターネットに接続のうえ下のボタンをク
リックすると、ホームページが立ち上がります。
まずは、クリック！！！

別 府 大 学大分合同新聞社

ⓒ 大分合同新聞社

デジタル版「別府恋歌」　その 27
編集　　　　   大分合同新聞社
初出掲載媒体  大分合同新聞（2007 年 10 月 22 日～ 2009 年 3 月 14 日）

《デジタル版》
 2010 年 8 月 27 日初版発行
編集　大分合同新聞社
制作　別府大学メディア教育・研究センター 地域連携部／川村研究室
発行　NAN-NAN 事務局  
　　   （〒 870-8605 大分市府内町 3-9-15 大分合同新聞社  企画調査部内）

ⓒ 大分合同新聞社

●デジタル版「別府恋歌」について
　「別府恋歌」は、大分合同新聞社が 2007 年 10 月
から翌 2009 年 3 月まで、同紙夕刊に掲載した連載
記事。今回、デジタルブックとして再構成し、公開
する。登場人物の年齢をはじめ文中の記述内容は、
新聞連載時のもの。
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